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10/3月期 第１四半期 連結業績ハイライト

◇「組込系ソフトウェア開発」では、各メーカーの製品開発マインドが当四半期時点では回復に至らなかった
ため、前年比２割以上の落ち込みとなりました。

売上高は、組込系ソフトウェア開発が苦戦したため、前年比△6.4％に。

不動産賃貸収入を売上高に計上。

◇しかし、「業務系ソフトウェア開発」や、パッケージソフトの販売等が含まれる「その他ソフトウェア開発」では
前年を上回りました。

◇当社が所有する不動産の賃貸収入が、業績に与える影響度合いが大きくなったため、当期（2010年3月
期）より同収入を「売上高」に計上します。
不動産賃貸収入を「売上高」に計上することによる連結業績への影響額は、売上高+462百万円、営業
利益+234百万円となります。なお、セグメント区分は「その他事業」に分類されています。

原価率の上昇により、営業利益、経常利益は大幅減収。

◇受注が減少したことに伴う技術者の稼働率低下等から、売上原価率は前年を3%上回りました。販管費を
抑制したものの、営業利益、経常利益は前年に比べ大幅に減少しました。
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10/3月期 第１四半期 連結業績
（単位：百万円）

1Q実績 構成比 1Q実績 構成比 前年差 前年比

売上高 35,958 100.0% 38,401 100.0% △ 2,442 93.6%

売上原価 28,124 78.2% 28,858 75.2% △ 733 97.5%

売上総利益 7,833 21.8% 9,542 24.8% △ 1,708 82.1%

販売費及び一般管理費 7,768 21.6% 8,712 22.7% △ 944 89.2%

営業利益 65 0.2% 829 2.2% △ 764 7.9%

経常利益 40 0.1% 794 2.1% △ 754 5.1%

四半期純利益 59 0.2% △ 311 △ 0.8% 371 -

2010年3月期 2009年3月期
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連結セグメント別売上高の主な変動要因
（単位：百万円）

1Q実績 構成比 1Q実績 構成比 前年差 前年比

売上高　合計 35,958 100.0% 38,401 100.0% △ 2,442 93.6%

ソフトウェア開発事業 28,442 79.1% 31,249 81.4% △ 2,806 91.0%

組込系ソフトウェア開発 10,905 30.3% 14,939 38.9% △ 4,033 73.0%

業務系ソフトウェア開発 11,559 32.1% 11,015 28.7% 543 104.9%

その他ソフトウェア開発 5,977 16.6% 5,294 13.8% 682 112.9%

アウトソーシング事業 6,468 18.0% 6,509 17.0% △ 40 99.4%

その他事業 1,047 2.9% 642 1.7% 404 163.0%
※当期（2010年３月期）より、「不動産賃貸収入」を「営業外収益」から「その他事業」に計上しています。（詳細⇒P.2）

2010年3月期 2009年3月期

セグメント別売上高のポイント

●業務系ソフトウェア開発
金融業では生損保関連の売上が、流通業では
特定顧客の売上が堅調だったため、業務系ソフト
ウェア開発全体で前年を上回る売上となりました。

●その他ソフトウェア開発
セキュリティソリューションビジネス等が好調だっ
たため、前年を上回りました。

●アウトソーシング事業
システム保守・運用、オフィスサービスともにほぼ
前年同水準となりました。

●組込系ソフトウェア開発
通信制御系、機械制御系ともに各メーカーの製品
開発マインドが当四半期時点では回復に至らな
かったため、前年比で２割以上の落ち込みとなり
ました。
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連結販売費及び一般管理費
（単位：百万円）

2010年3月期

1Q実績
2009年3月期

1Q実績
前年差 前年比

販売費及び
一般管理費 7,768 8,712 △ 944 89.2%

人件費 4,572 5,188 △ 615 88.1%

経費 3,195 3,524 △ 329 90.7%

●　主な減少科目とその要因 （単位：百万円）

2010年3月期

1Q実績
2009年3月期

1Q実績
前年差 前年比

給与・賞与 3,300 3,992 △ 691 82.7%

広告宣伝費 121 245 △ 123 49.6%

事務委託費 496 566 △ 70 87.6%

減価償却費 349 405 △ 56 86.1%

採用研修費・教育訓練費
278 320 △ 41 86.9%

要因

新卒・中途採用数の抑制と、研修
の効率化

残業の削減、賞与支給基準の引き
下げ等

広告宣伝活動の縮小

秋葉原ビル関連等の償却額減少

業務の見直しによる圧縮
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連結営業外収支の主な変動要因

●営業外収益 （前年比 43.8％）

不動産賃貸収入（462百万円）を
売上計上に変更したことによる減少。

●営業外費用 （前年比 45.7％）

不動産賃貸原価（227百万円）を
売上原価へ移行したことに伴う減少。

営業外損益のポイント

（単位：百万円）

2010年3月期

1Q実績
2009年3月期

1Q実績
前年比

営業利益 65 829 7.9%
営業利益率 0.2% 2.2% -

営業外損益 △ 25 △ 35 71.7%

経常利益 40 794 5.1%
経常利益率 0.1% 2.1% -

特別損益 183 △ 3 -

税金等調整前四半期純利益 223 790 28.2%
法人税等 48 749 6.5%

少数株主利益 115 353 32.7%

四半期純利益 59 △ 311 -
四半期純利益率 0.2% - -

●特別利益
投資有価証券売却益の発生

（258百万円）

特別損益のポイント

ヴィンキュラム ジャパン等、少数
株主がいる連結子会社利益の減少

少数株主利益のポイント
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連結貸借対照表
（単位：百万円）

2010年3月期

1Q期末
2009年3月期

期末
増減

流動資産 64,906 68,149 △ 3,242
現金及び預金 25,258 25,354 △ 95

受取手形及び売掛金 25,109 30,261 △ 5,152

たな卸資産 5,241 3,734 1,507

固定資産 109,828 109,646 181
有形固定資産 78,543 79,138 △ 594

無形固定資産 10,058 10,100 △ 41

投資その他の資産 21,225 20,408 817

資産合計 174,735 177,795 △ 3,060

流動負債 67,713 83,749 △ 16,036
短期借入金 37,009 55,315 △ 18,305

1年内返済予定の長期借入金 5,069 1,686 3,382

固定負債 28,159 15,809 12,350
長期借入金 19,736 7,839 11,896

負債合計 95,873 99,559 △ 3,685
資本金 26,200 26,200 -

資本剰余金 28,438 28,438 -

利益剰余金 31,106 31,525 △ 418

その他有価証券評価差額金 158 △ 890 1,049

純資産合計 78,861 78,236 625

負債純資産合計 174,735 177,795 △ 3,060

●流動資産

季節要因による受取手形
及び売掛金の減少

●負債

短期借入金から長期借入金
へのシフト。
（有利子負債に占める長期借入
金の比率を高めることで、流動
比率を改善しています）

貸借対照表のポイント
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連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

2010年3月期

1Q実績
2009年3月期

1Q実績
前年差

3,474 2,450 1,023

94 △ 2,832 2,927

△ 3,678 △ 4,238 560

13 △ 2 15

△ 95 △ 4,623 4,527

25,465 21,667 3,798

25,369 17,043 8,325現金及び同等物の期末残高

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物に係る換算差額

●営業活動によるキャッシュ・フロー 減収ではあるものの、支出の減少により改善

●投資活動によるキャッシュ・フロー 有価証券投資の縮小と売却益の増加

●財務活動によるキャッシュ・フロー 自己株式取得の減少

●現金及び同等物の期末残高 金融情勢の変化に対応するための流動資金の増加

キャッシュ・フローのポイント
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連結受注高・受注残状況

受注高・受注残の状況

（単位：百万円）

期首受注残

前年比 前年比 前年比

24,649 28,100 89.2% 28,442 91.0% 24,306 87.9%

組込系ソフトウェア開発 9,368 9,752 68.5% 10,905 73.0% 8,215 71.8%

業務系ソフトウェア開発 10,578 12,864 106.7% 11,559 104.9% 11,882 106.2%

その他ソフトウェア開発 4,702 5,484 105.8% 5,977 112.9% 4,208 83.7%

期末受注残

ソフトウェア開発事業　合計

受注高 売上高

●組込系ソフトウェア開発
メーカーの開発量減少により、通信制御系・その他組込系ともに受注高・受注残が減少しています。

●業務系ソフトウェア開発
製造業関連（前年比53.6％）を除き、受注高が前年を上回っています。受注残も同様の状況です。

●その他ソフトウェア開発
当四半期の受注高は前年に比べ堅調だったものの、受注残は前年に多かったサイバネットシステムの
減少が影響し、前年を下回りました。
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トピックス

車載デジタルビデオレコーダー （ＤＶＲ）

●大手私鉄バスが導入。今後同業他社で導入の動きも

昨年11月に発売した常時録画タイプの車載用4chデジタルビデオ

レコーダー『FS04DVRHM』が、業界大手の私鉄バス会社で採用され

ました。

業界内では、安全面の強化を図る動きが今後更に活発化することが

予想されるため、車載監視カメラソリューションの積極的な拡販を

進めて行きます。

Google Apps （グーグル アップス）

●システム運用コスト低減の顧客ニーズが高まり、受注が順調

各社で経費削減が推し進められる中、企業では社内のシステム運用

コストの削減と同時に、より良いシステムの導入が迫られています。

Google Apps Premier Editionは、こうしたニーズに応えるシステムとして、

この第１四半期は順調に受注を伸ばしています。

当社は他社に先駆けて販売を開始しているため、幅広い業種への数多い

導入実績を有しています。また、10,000ID規模の自社導入とそれによって

蓄えられたノウハウがあるため、多くのお客様より信頼を獲得しています。

441

900

0

200

400

600

800

1,000

09年3月期実績 10年3月期計画

DVR全体の売上高

（単位：百万円）
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今後の方針

「安定収益基盤の強化」と「成長エンジンの確保」

当社では、引き続き「安定収益基盤の強化」と「成長エンジンの確保」に取り組んでいきます。
「安定収益基盤の強化」は、現在の当社のコアビジネスである「受託ビジネス」を強化することで、
短期間での収益力向上を目指します。
また、中長期的な収益源として 「成長エンジンの確保」を目指します。市場成長率の観点から
下記の成長エンジンを重点項目として選定しました。

● 流通クラウド
（流通ＢＭＳ、デジタルサイネージ、付加価値サービス）

● シンクライアント＋ＳａａＳ
（シンクライアント端末、ＭＶＮＯ、付加価値サービス）

● 海外マーケット
（台湾ハードベンダーとのアライアンスによる新ビジネス、新興国の
携帯電話マーケット）

有望な成長エンジンの候補
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成長エンジン① 「流通クラウド」

流通クラウド

富士ソフトグループが得意とする「流通系ソフトウェア開発技術」と「クラウドコンピューティング
技術」を活かし、優位性を持ったビジネスを展開します。

●流通ＢＭＳ
流通業界の新ＥＤＩ規格である「流通ＢＭＳ」に準拠する流通システムを、
ＳａａＳ型で提供します。

●デジタルサイネージ
今後流通関連企業で普及が進むと見込まれるデジタルサイネージ（電子
看板）市場に、当社の「組込技術」と「映像技術」を活かしたソリューションを
提供します。

●付加価値サービス
大手チェーンから小規模店舗まで、幅広い流通システムを手がけている
富士ソフトグループだからできるサービスや提案をします。



- 13 - © 2009 FUJISOFT INCORPORATED. All rights reserved.

成長エンジン② 「シンクライアント+ＳａａＳ」

シンクライアント＋ＳａａＳ

通信制御系システムの開発ノウハウを活かして、本格的な普及期に入る「シンクライアント」と
「ＳａａＳ」に関連するビジネスを推進します。

●シンクライアント端末
通信モジュールとシンクライアント端末を一体化し提供します。

●ＭＶＮＯ
市場のニーズに合った通信サービスをＭＶＮＯで提供します。

●付加価値サービス
その他、当社の通信制御系技術を活かしたシステムやソフトの開発、
サービスの提供を行います。

ハードの製造 回線の提供 データの預かり

例：シンクライアントにおける一気通貫のサービス（ワン・ストップ・ソリューション）

FUJISOFT DATE USB
FUJISOFT DATE CARD
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成長エンジン③ 「海外マーケット」

海外マーケット

「技術力」と「ノウハウ」を武器に、市場成長率の高い国々に組込みソリューションを展開します。

●台湾ハードベンダーとのアライアンスによる新ビジネス
当社のソフトウェアを搭載するハードウェアの製造を、台湾のハード
ベンダーとアライアンスを組むことで、より柔軟性をもって取り組むことが
可能になります。モバイル関連やデジタル家電など様々な分野において、
当社の新しいビジネスへの可能性が拡がります。

●新興国の携帯電話市場
モバイル市場が急拡大する新興国市場へ、ＦＳｍｏｂｉｌｅやシンクライアント・
データカードなど当社のモバイルソリューションを展開します。
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※ 本資料に掲載されている業績の見通し等将来に関する情報は、現在入手可能な情報に基づいて合理的と判断し
たものです。実際の業績は市場動向、経済情勢など様々な要因の変化により大きく異なる可能性がありますこと
をご承知おき下さい。
また、資料配布の目的が、当社株式の保有継続および追加購入を推奨するものではないことも、あわせてご理
解いただきますようお願い申し上げます。


